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はじめに

　発達上何らかの問題をもっ子どもの母親は，漠然とし

た育児不安のみならず様々な悩みや苦しみを抱え，諸々

の問題への対応を迫られている．実際遅れのみられる子

どもを介助し支持する役割を担うことは，不安と期待を

合わせ持ちながら養育する状態にある1）と言える．従っ

て母親の負担は多く，当然ながらストレスも高くなりが

ちである．尤もストレスの内容は子どもの障害・年齢に

よって異なりはするが2），いずれにしても母親の安定を

はかる上で，また子どもの養育においてマイナスの要因

となっていくことは否めないであろう．このように考え

ると，障害をもっ子どもへの援助はもはや母親一人では

担いきれず，地域社会の協力と援助が大いに必要であり，

更には父親の参加が要請される．

　母親の集団保育への参加は子ども並びに自己の問題を

客観視し，適応の仕方を学び具体的な行動化の過程を援

助する生産的役割をもっものであり3x），近年注目されは

じめた母子保育も子どもの発達の理解や親同志の学習の

場として有効であることが指摘されている5）．このよう

に母親の集団参加は第3者との関わりをとおして認識や

行為の変革を可能ならしめ，子どもの容認6）や情報交換

による不安感の解消に役立っと言える7）．

　一方，母親の社会参加に先立ち生活の基盤となる家庭

での援助者としての父親は，集団参加の効果を高める上

で重要な役割を担っている．一般に父親の生活や意識と

母親の育児不安との関連にっいては父親の積極的参加が

評価され，協力的な態度や意識が母親の満足感を高め，

安定した心理状態で子育てに臨める要因となるようであ

る8）．

　また現代の父親は子どもと心理的距離をおかず，やさ

しくよき理解者であろうとする傾向がみられ9）1°），職業・

学歴・年齢などで，育児参加の程度や子ども観が影響を

受けるという社会的存在としての父親像を強調した結果

が報告されている11）．さらに日常の具体的な接触に関し，

加齢に伴う関わりの程度の減少や12）協力度の低下13），「遊

び相手」中心の育児行動14），低年齢児における父子交流

時間の少なさ15）などの指摘がなされている点にも留意し

ておきたい．

　他方，障害児保育への父親参加にっいては，母親を支

える立場としての役割の大切さを示唆するにとどまるも

のが殆んどで，父親自身の直接的な関与に関わる検討は

まだ十分とは言えない．しかしながら最近の生活環境や

社会状況の変化を考慮すれば，父親の積極的な障害児保

育への参加こそ，その効果が大いに期待される今日的課

題ではなかろうか．

　このような点を踏まえ，発達上の問題をもっ子どもの

父親を対象に，家庭における関わり方と保育参加による

意識・態度の変容を捉え，父一母一子一体となった障害

児保育のあり方を追及しようとするものである．

＊児童学科・保育科

＊＊児童学科わかくさグループ

方 法

　東京家政大学わかくさグループ（障害児通所グループ）

在室児9名（2歳～4歳，男児4名，女児5名）の両親

を対象に，家庭における父親の関わり方（12項目），子

どもとの遊びの内容（14項目），家事参加（7項目），並

びに，父親参観に関する意見・感想等をアンケートによっ

て求めた．
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　回答方法は父親には自己評価を，母親には母親からみ

た父親という点から評価してもらった．

　更に父親参観を年3回（6月・10月・3月）実施し，

保育場面への参加を通して父子交流の様子をビデオに録

画した．

　なお参観に際しては特に課題を設定せず，子どもと自

由に遊ぶよう指示するに止めた．

　参観後は保育者との懇談の場を設け，そこで話し合わ

れた内容を全てテープレコーダーで録音し，資料として

分析した．

結果と考察

　1　子どもの特徴と父・母の関わり

　個々のケースについて，子どもの特徴と父・母の関わ

り方の概略を示したのが表1である．

　いずれも言葉の遅れを主訴とし，人への関心が稀薄で

多動など，行動上の問題も合わせもっていることが理解

される．実際始語期は健常児に比べて遅く，入室時には

哺語状態から二語文を数語話すという子どもまで，その

発達の程度は様々であった．加えて人への関わりを十分

に体得していないことから行動面でも落ち着きがない，

動き回る，といった状態が認められた．

　生活習慣に関しても，母親の介助を必要とする場合が

殆どであった．

　同じ言葉の遅れを主訴としていても，その背景は一様

でなく個別的な指導の重要性が示唆される．また在室期

間は子どもによって異なるが，グループの活動を経験す

ることで人との関わり，行動面，生活習慣，言語面にそ

の子どもなりの成長・発達が認められる．

　次に母親の関わりにっいてみると，MM・HMのケー

スのように自責感が先行していたり子どもの問題を明確

に認識できなかった母親が多く，接し方がわからず戸惑っ

ていた様子がうかがえる．しかしグループへの参加や同

室の他児との比較によって，多くの場合問題を的確に把

握し，子どもの成長が助長されるよう援助する姿勢が徐々

に形成されている．

　反面子どもへの関心が薄いMKなど，母親の意識や意

欲が低下しているケースもみうけられる．このような場

合には子どもに目立った変化が認められず，母親への情

緒的な関わりも稀薄である．成長・発達が母子の相互作

用に依拠するという点が大であることからしても，この

ような母親には現状の認識を促すと共に，子どもとの親

和関係を確立するよう援助する必要があろう．

　母親の社会参加ともいうべきグループへの参加は母親

の精神的安定をはかると共に，子どもの問題・母親自身

の問題を明確にし，遅滞の程度や歪みの状態の把握を助

け実際的な関わり方について学習する場となる．このグ

ループ活動を通して親自身の成長が促されてきたと考え

られる．

　他方父親の捉え方をみると，全体的に現象面での遅れ

や停滞については認識しているものの，問題の本質その

ものの理解は不十分であると言える．

　しかし，父親参観への出席状況を基に積極的参加と消

極的参加に二分して関わり方を比較すると，MM・TS・

HMに代表されるように，保育場面における観察や他児

との比較によって，個々の子どもの発達上の問題をかな

り的確にとらえている．しかも子どもへの関心が高く，

自らも子どもの養育に関わろうとする姿勢が見受けられ

る．それはHMの個人面談の要請や，　MM・TSの具体

的なアドバイスを求める姿勢からも理解される．

　このようなグループ参加における子どもの成長を認め

る反面，将来に対する不安感や見通しの不明確さに対す

る焦操感を抱いていることが，幼稚園への適応を心配す

るMMやTTの発達の停滞を危具する様子をとうしてう

かがわれる．

　これに対し消極的な父親には遅れを認めないHSや関

心が薄いMKのように，子どもの捉え方の安易さや表面

的な理解がみられる．成長・発達に関しても健常児との

比較や標準的なレベルの到達という視点からの発想が強

く，これが問題の把握をより困難にさせている一因となっ

ているのであろう．発達上の遅れや歪みを呈する子ども

の場合には，個々の子どもの発達に根ざした捉え方が必

要であることからしても，決して好ましいとは言い難い

と思われる．

　さらに，父親の参加が積極的な場合は母親の接し方に

も変容がみられ，意欲的に関わろうとする姿勢が助長さ

れるように思われる．例えば子どもの行動を見守れるよ

うになった（TS），前向きに受け止め援助していけるよ

うになった（MM・HM）などは，それを如実に物語っ

ていると言えよう．

　発達上の問題をもっ子どもの母親は概して不安定にな

りやすく，父親の意識の高揚や意欲的な参加をより必要

としている．父親の関わり方は直接養育に関与するとは

限らないが，母親との関係（夫婦関係）や養育意欲に少
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表1子どもの特徴と父母の関わりかた

名前（性別）年齢 DQ 子どもの特徴 母親の関わり方 父親のとらえ方・希望等 そ　の　他

MM（♀）4：2 82 新しい場面への緊張感が強い．言 子どもへの自責感が強いが，次第に 動作は活発になってきたが，慎重す 幼稚園に入園予定．

葉によるコミュニケーションが可 前向きの姿勢で子どもに接すること ぎる面は変わっていない．幼稚園に 父親参観　3回出席

能となって，対人関係も広がりを ができるようになってきた．いま， 入園した場合，他児と共に行動でき

みせてきている．過度の慎重さが どう関わることが必要かを考え行動 るかどうか不安である．父親に話し

適応や運動面の発達に影響してい している． かけたりまつわりつくことが多くな

るようである． ってきた．子どもへの接し方を知り

たい．

TT（♀）4：1 85 落ち着きがなく無意味な動きが多 子どもの問題に対する関心が薄い． 兄と行動を共にしているせいか，好 幼稚園入園予定．

い，言葉は二語文程度で少々複雑 むしろ，兄の方へ目が向けられ本児 みも言葉も女の子という感じがしな 第3子出産予定．

なことになると，まだ理解できな への接し方が不充分である．母親自 い　● 父親参観　2回出席

いところがみられる． 身，積極性や意欲に欠ける点が見受

けられ養育態度にもそれが反映して

いる．

AS（♀）3：7 99 人との関わりが稀薄で，動きまわ 子どもが順調に伸びていないことか 発語の遅れが心配である．他児との 父親参観　1回出席

ることが多い．言葉も理解に比べ ら禁止や規制が多い．しかしグルー 遊びもできるようになってほしい，

発語が遅れている．しかし，徐々 プへの参加によって，子どもの成長

に目的的に行動するようになって を見守るようになった．

きている．

TS（♂）3：4 52 母親以外の人との関係がもてず， 子どもの現状を客観的に捉えること 個々の行動については変わった点も 父親参観　1回出席

単語が3～4語みられる程度であ は出来るものの，実際にどう接した あるが，基本的には変化していると

る．身体発育も未熟で全体的に発 らよいかわからず悩むことが多かっ はいえず，将来に不安が多い．参考

達の遅れが認められる． た．現在は，本児のありのままの状 になる情報が少ないので具体的なア

態をみつめ関わろうと努力している ドバイスが欲しい．現在子どもとは

が，子どもとの行き違いが若干認め 毎日散歩をすることで交流をはかる

られる． よう心がけている．

HM（♂）3：4 78 無意味な動きが多く，目は合うも 健康上の理由から子どもの相手を充 多少言葉の理解は可能になってきた 第2子保育園に通園

ののすぐそらせてしまう．相手を 分に出来なかったことが負目になっ が，話せるようになるか心配である 父親参観　3回出席

すれば応じるが自分から求めるこ ており，苛立ちと自責の念で接しか 個人面談等の時間をとってほしい．

とはない．思い通りにならないと たに波がある．以前より多少落ち着

パニック状態になる．生活習慣は きがみられ，子どもの成長を援助し

年齢相応に自立し，語彙量は増加 ようと努めている．

の傾向にある．

HS（♂）3：2 94 母親への依存が強く，生活習慣の 表情も硬く，一生懸命である反面余 言葉が増え行動も積極的になり，健 父親参観　1回出席

自立や対人行動面に遅れがみうけ 裕がない．こどもの成長に伴い硬さ 常児と変わらないので安心して接す

られる． も薄らぎ，自分の接しかたを見直し ることができるようになった．しか

ながら，関わりを持てるようになっ し，母親への依存が強すぎて気の弱

てきた． い男の子になるのではないかと心配

している．子どもの成長を具体的に

知らせてほしい．

MK（♀＞3：1 56 人や物への関心が薄く，言葉は話 子どもへの関心が薄く，接しかたを 特に関心をもっていない． 加賀福祉園に入所手

さず視線も合いにくい．しかし， 考えることも少ない．最近では現状 続き中．

時折求める身体接触に応じると多 把握も若干出来るようになってきた 第3子出産予定，

少喜びの表情がうかがわれる． が，具体的な関わりは依然少ない． 父親参観　出席なし

AN（♂）2：10 81 母親に抱かれて通室する．全面的 子どもの相手が苦手で，どうしてよ 自分で歩くようにした結果，物事の 父親参観　1回出席

に依存している，他児・遊具に関 いかわからないという有様であった 理解はすすんだが躾が思うようにで

心を示すが，行動が伴わない．生 しかし，グループでの活動をとうし きない状態である．

活習慣の自立や発語面の遅れが目 発達の状態に合わせた対応の仕方や

立つ． 傍観しているだけでなく共に活動す

ることの大切さを理解して接するよ

うになってきている．

MH（♀）2：9 48 いろいろな物や人に関心を示し， 子どもの遅れを認め，出来るだけの 2畿後半になってもまだ発語がみら 父親参観　1回出席

感情表現も豊であるが，発語はほ ことはしたいと積極的に取り組んで れず，少々発達が遅れているのでは

とんどなされない．全体的に遅れ いる．集団活動に参加させ適度な刺 ないかと心配している．

がみられる． 激を与えて経験を豊かにし，発達を

促すよう努力している．微細な変化

にも子どもの成長を見出そうと意欲

的である．

DQは遠城寺式分析的発達検査結果
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なからず影響を及ぼすものである．

　子育てという点から考えるとき，父親の積極的な姿勢

や発達状態の的確な把握は養育にっいて母親との話し合

いを深め，同時に精神的安定をはかり養育意欲を換起す

る役割を担っていることは明らかである．

　2　保育参観を通しての父親の変容

　表2は，父親の保育参観後の感想・意見・要望を，父

親自身の問題，母親・子どもに対する捉え方，保育グルー

プへの参加等の観点からまとめたものである．

　参観前には積極的参加を望む父親はみられず，全員が

気の重い状態にあった様子がうかがわれるが，参観後は

活発に自己の考えを発言している．

　まず父親自身の問題にっいては，「どうしても健常児

と比較してしまう．」「将来への不安がある．」「仕事を逃

げ場にしている．」といった反省点があげられており，

自分自身の変容をはかろうとする姿勢が見受けられる．

　このような自らの姿を客観的にみっめた自己認識は，

自分自身のあり方を問い直すきっかけとなり，従来とは

異なる方向に志向していく可能性を多分に含んでいると

考えられる．迷いや不安を持ちながら問題の解決をはか

ろうとする姿勢に，自己認識こそ正に態度の変容をもた

らす動因となっていることが察せられる．

　また，母親に関しては言動の消極性や子どもに対する

過度の責任感を指摘し，「常に遅れているという強迫観

念に追われている。」「人の何気ない言葉で傷っく。」と

いう母親の心情を察した発言がなされている．

　さらにおかれている厳しい現実をふまえ，家庭ではで

きるだけ明るくふるまうよう心がけ，心の負担を軽減し

ようとする配慮がみられる．

　このような父親の姿勢は，母親が安定感をもっために

は必要不可欠のものである．核家族化が進み育児上の相

談相手も少なくなった今日では，母親にとって父親が大

きな依り所となっていることは事実で，不安や悩みの多

い母親の心情を理解した態度は母親の気持の安定に寄与

し，ひいては子どもに意欲的に関わるよう間接的な働き

かけをしていると思われる．

　しかしながら「もっと子どもと一緒に遊ぶように。」

とか，「二人で話していると悲観的になってしまう。」等

の発言にも注目すべきであろう．これらは母親自身にも

変容を求めていると言えるのではなかろうか．父親が自

己を再認識したように，母親も子どもへの関わりや日常

の態度にっいて，認識を高めてほしいという願望の現わ

れとも受け止められる．

　父・母が共に自己変容をはかり問題を正視し，子ども

の成長・発達を援助しようという姿勢で養育に臨む時，

子どもにとっても望ましい環境が設定されることになる

であろう．

　次に子どもに対する捉え方をみてみよう．子どもとの

接触は休日ぐらいとする父親が殆どで，他の兄弟や健常

児との比較で特徴を把握し，「遊びや人との関わりが拡

がった。」「多少，話せるようになった。」「迷子にならな

くなった。」など，子どもの変化を具体的にあげている．

さらに順調に発達を遂げない子どもに不安や疑問をもち

ながら，「短気になって，っい大きな声を出してしまう」

といった感情的な対応をしてしまうようである．子ども

の個々の成長をみていこうとする気持を抱きながら，無

意識の中で健常児と同じような期待をしてしまうという

柔盾が父親の行動に反映されており，個々の発達状態を

とらえていくという視点の定着が早急に求められる．

　その他，グループ活動等にっいては父親参観の所期の

目的を理解した受け止め方がなされ，集団の場での活動

をとおし，子どもに関する情報を得ることが出来たとし

てその意義を認めており，今後も継続的な実施を望む意

見が出された．

　以上，保育参観後の父親の変化を，父親自身の問題，

対母親子どもの捉え方という視点から検討してきたが，

父親は母親と協力して問題解決にあたろうとする姿勢を

もち，同時に父親としての自覚を高め，子どもを積極的

に受け入れようとする意欲も十分に有することが明らか

となった．それらが具体的な行動として表出されるよう

いかに働きかけていくかが今後の課題であろう．

　3　家庭における父親の参加度

　一般に，幼児のいる家庭において父親が養育に関わる

程度はそれ程高くないと言われているが16），本研究の場

合にも略同様の傾向が見受けられる．子どもへの関わ

り・遊び・家事参加の各領域について，項目別に「よく

する」を2点，「時々する」1点，「殆どしない」は0点

として集計し，上位・下位それぞれ3位まで選んで表3

に示した．全体的に日常生活面での子どもの関わりは比

較的多いが，遊びや家事参加は少ないという結果が得ら

れた．即ち，食事・入浴など限られた生活時間内で父と

子が共有出来る場面の参加はかなりみられるものの，純

（100）



障害児保育

表2保育参観後の父親のとらえかた

グループ活動

グループの意義
・親自身が変わりつつあると思う．

・先生方のアドバイスがないとマイナス方向に意識がいってしまう．

参観の意義
・先生方のこどもの接しかたが参考になった．
・子どもの成長の様子がわかる　（3）

父親について

心情 変化
， 比較する必要は無いと言われても比較せざるを得ない

（
2
） ・仕事に逃げず仕事も子ども も大事に思うように変わった．

・このまま3歳になってほしくない． ・今までと考えかたを変えて， 仕事のやり方や中味を変えてきた，

・育てかたの良い悪いではなく結果としてこうなったので誰の責任でもない．

・何かしなくてはと思うがどうして良いかわからない．

・仕事という逃げ道に月～金曜日まで逃げている．

● これで良いのかと思ったり，大丈夫だと思ったり割り切れない．

・子どものことを真正面から真剣に考えることを避け逃げている，

・子どもにすることは良いと信じ， 効き目があると信じないとつらい．
、

／
どもについて 親について

子どもの特徴 母親の特徴
9 健常児に比べて遊び方が下手． ・他の子どもより遅れていることが負目になっている．

・兄と同じことをいつもしている． ● 考えかた・行動が消極的　（3）

・姉がいるので兄弟のいない子と違うように思う． ・じぷんで殼にこもってしまう．

・兄と一緒で女の子という感じがしない， ● 人の何気ない言葉でもズキンと胸にくる．

・不安定な心理状態だと思う．

子どもの変化 ・父親はしょうがないと思うことも母親にはこたえる．

・遊びが偏っていたが他に拡がりつつある， ● 遅れているという強迫観念に常に追いかけられている．

・今までは何でも無視していたが， 1つ1つ判るようになってきた， ・子どもに対する責任を非常に感じている ②

o 出来なかったことが出来るようになった， ● 目標を持っても追いつききれない現実は厳しいと思う．

・迷子にならなくなった． ・辛いだろうと思う．

・子ども同士の関わりがみられるようになった． ● 口が重たいせいか会話が少ない，

・子ども達が成長してきていると思う．

・話すようになった．

・遊びかたが僅かではあるが進歩したと思う．

子どもとの接触 母親への配慮
・平日は無関心で土・日曜日のみ接する． ・出来るだけ明るくして， 2人で落ち込まないようにしている．

・日曜日位であとは1～2時間． ・子どもの問題が母親の責任だとは思わない．

・休みの日しか相手になれない

（
3
） ・母親に文句を言わない．

・忙しくて構ってやれない． ・同じ立場に立たず，別の視点で考えるようにしている
（
2
）

子どもとの接しかた
・遊びかたが下手．　　　　　　　　、・短期になってしまり．

・つい大きい声を出してしまう

E今は子どものペースで毎日散歩をしている，

（
2
）

母親への注文
E女の人も変わってほしい．・子どもと一緒に遊んでほしい，

こどもへの不安や迷い
・臆病で慎重過ぎる

（
3
） 母親との対話

・幼稚園に入れるかどうか． ・2人で話していると悲観的になってしまう．

・子どもの問題点が好転しない，

育てかた
・出来ることもやらせずにいた．

・何でも親がやっていたことを子どもにやらせるようになった，

父一母の差
・母親に出来て父親に出来ないことはない，

親の役割
・子どもの心理状態をどれ位みられるかが大事だと思う，

（101）
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表一3　領域別にみた父親の参加度

子どもとの関わり 子どもとの遊び 家事参加

項　目　　得点 項　目　　得点 項　目　　　得点

参加度の

b｢順位

1．食事　　1．78

Q。入浴　　　1．67

R．買物・対話1．22

Vび相手

1．ふざけっこ1．11

Q．絵本よみ　1．00

R．ぐるぐるま0．89

@わし

1．子どもの　1．11

｢話

Q．掃除　　　0．78

R．買物　　0．78

参加度の

痰｢順位

1．添い寝　　0．55

Q．手顔を洗う0．55

R。外出　　　0．66

1．ままごと　0

Q．電車ごっこ0．11

R．かくれんぼ0．22

L洗濯　　　0

Q．食事の支度0．33

R．ゴミ捨て　0．56

平　均 ・1。03 0．68 0．63

然たる家事労働である洗濯や食事の仕度に対しては非常

に消極的であると言える．このような状態の中で，母親

への援助に直結する子どもとの遊びが身体接触を伴って

時々行なわれている点は興味深く，対象児の発達的特質

を考え併せると，不十分ながらも現状では評価してよい

のではないかと思われる．

　次に保育場面への参加度との関連をみるために個別に

得点を算出し，父親参観の参加回数を基に，2回以上の

積極参加群と，0，1回の消極的参加群に二分し両者の

比較を行った．（表4）その結果遊びの領域で積極群が

消極群を上回り，前者の方がより子どもと遊んでいるこ

とが明らかとなった．即ち積極群の父親は子どもとの接

触が多く，それが子どもの理解を深めていくものと考え

られる．前述の子どもの把握における両群の違いもこの

ようなところに誘因があるのではなかろうか．また父母

間の評価点差に着目すると，いずれの領域でも父親の過

大評価がみられ，特に子どもとの遊びには両評価点間に

有意な差が認められた．っまり，父親が参加を自認して

いる程母親は評価せず，殊に子どもとの遊びにその傾向

がより顕著に表われたことは注目に値する．父母の評価

のいずれが妥当であるかは容易に判断できないが，両者

間に差が生じた事実は父親の認識と母親の要求水準にズ

レが認められるということであり，その根底には父一母

の関係に何らかの問題が介在しているであろうと推察さ

れる．夫婦関係は子どもの発達を促進あるいは阻止する

遠因ともなり，家庭内での状況を理解する上で重要な要

因であると考えられる．子どもの場合と同様に，父母の

関わりにもまた様々な問題が指摘されよう．そこで父一

母間の評定差に着目し，事例を通して考察をすすめてみ

よう．

　事例1　父親の自己評価が母親の評価を上回るケース

　（MMの場合）

　子どもの変化：　身体発育も未熟で，全般的に遅れが

みられたが，周囲からの刺激を受け，わつかつっではあ

るが伸びてきている．母親とも離れて遊んだり，一人で

やろうとする意欲も認められるようになった．しかし微

細運動・発語面の遅れは依然として大きい．

　子どもと父・母との関係：母親を基地として新しい

事を試みている段階で，母親もよくそれに対応している．

しかし，何かと手をかけることも多い．父親にもよくな

っいており，親しみをもっている．母親の父親に対する

表4　家庭における父親の参加度

子どもへの関わり （0～24） 子ども との遊び（0～28） 家事参加（0～14） 計

対象児 F M 差異 F M 差異 F M 差異 F M 差異

M・M 17 13 4 12 8 4 8 4 4 37 25 12

T・T 8 10 一2 10 6 4 3 4 一1 21 20 1

A・S 14 12 2 6 10 一4 5 4 1 25 26 一　1

T・S 12 10 2 11 7 4 5 3 2 28 20 8

H・M 10 10 0 6 5 1 2 4 一2 18 19 一1

H・S 13 13 0 10 4 6 5 4 1 28 21 7

M・K 6 9 一3 3 6 一3 1 2 一1 10 17 一7

A・N 16 16 0 13 8 5 6 6 0 35 30 5

M・H 14 6 8 6 2 4 3 0 3 23 8 15

平均 12．22 11．00 1．22 9．67 6．22 3．45＊ 4．22 3．44 0．78 23．89 20．67 3．22

積極群 12．00 11．20 0．80 9．80 6．00 2．20 4．60 3．80 0．80 26．40 21．00 4．60

消極群 12．50 10．75 1．75 7．00 6．50 0．50 3．75 3．00 0．75 23．25 20．25 3．00

注：（　）は取得点範囲　＊P〈，05
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要求は高く，子どもの様子はよく聞くが実際の接し方は

求めに応ずる程度であると感じている．もっと自分から

相手をしてほしいと感じている．

　参観時の様子：　初めは戸惑ったようであったが，時

間の経過に従い子どもの動きをよくみて相手になってい

る．子どもを気軽に抱き上げたり，運動的な遊びをよく

するなど，よく対応していると思われる．

　母親の父親評価が低い典型的なケースと言える．当然

ながら両者の得点差は大である．保育参観時の関わり方

などから推察すると，父親の評価がより妥当で，母親の

要求水準の高さがうかがわれる．

　これは行動的・積極的な母親が，自らの行動と同様の

関わりを父親にも求めているものであり，それぞれの役

割を認識し，過剰な期待をかけることがなくなったとき

父親の行動も客観的に捉えられるようになるであろう．

しかし，子どもの成長を出来る限り助長しようとする姿

勢が感じ取れる点は注目したい．

　事例2　父親の自己評価が低いケース（MKの場合）

　子どもの変化：基本的生活習慣の確立や発語面にお

いては，6カ月経った現時点でもあまり変化がみられな

い．しかし身体接触などをとうして，自分から関わりを

求めることが多くなり，対人関係や理解面での伸びが認

められる．多動傾向もやや減少し，次第に集団行動がと

れるようになってきた．

　子どもと父・母との関係：　排泄・着脱などの介助が

必要な時以外は母親を求めることが少なく，むしろ父親

との接触を好む．母親も積極的に子どもの相手をするこ

とが少なく，母子関係は稀薄のように見受けられる．

　母親は父親の関わり方に十分満足しており，積極的に

子どもの相手をし，家庭内の事柄にもよく協力してくれ

ると思っている．また子どもも父親に対し親しみをもっ

ているととらえている．

　参観時の様子：　参加する意志は多少あるようだが，

仕事を理由に全く出席せず．

　子どもとの関わり・遊び・家事参加のいずれにおいて

も父親に対する母親の評価が高い唯一のケースである．

しかも評価点差は極めて大きい．母親は父親の援助や子

どもへの関わりを好意的に受け止め，現状に十分満足し

ている．しかしながら，表1，表4を見る限り，父親は

保育参観には全く参加せず，子どもや家庭のことにもあ

まり関心を示さない様子がうかがわれ，母親の過大評価

が看取出来る．満足感もなくてはならないが，適切な判

断基準をもっことが大切で，何よりも母親自身が子ども

の問題を十分理解し，傍観者としてではなく自ら考え行

動する必要がある．それが子どもの変容を促す一っの要

因となり，ひいては父親の認識を高める結果をもたらす

と考えられる．

　事例3　評価点差の少ないケース

　i）TTの場合

　子どもの変化：入室時は落着かず，人との関わりも

もとうとしなかったが，興味をもっている遊具による活

動や，セラピストの働きかけをとおして行動・対人関係

面での成長が認められ，集団生活も楽しむようになった．

現在，発語面での発達は目立っものの理解面がやや停滞

している．

　子どもと父・母の関係：　時折母親に甘えるが，他の

人で代用することもある．家庭でも母親の存在をそれほ

ど必要としていない．母親は父親に気を使いながら，ど

ちらかというと服従的である．休みの日など父親は子ど

もを連れて遊びに行くものの，兄に焦点をあてた遊び方

をする．子どものことにっいては母親の口が重いことも

あり，あまり話をしない．但し父親に対して子どもは親

しみを感じているようである．

　参観の様子：　積極的に相手をするより子どもの様子

をながめているということが多い．兄が同室していた為

か，子ども同志にまかせているという感じであった．

　ii）HMの場合

　子どもの変化：　多動であり，言葉も哺語程度で，入

との関係が稀薄であった．母親より父親に愛着を感じ，

母親を無視することも多かったが，徐々に母親にも親し

みを感じるようになり必要とするようになってきた．ま

だ多動傾向がみられ，発語の遅れも認められるものの徐々

に伸びていきっっある．

　子どもと父・母の関係：母親を試すように顔色をう

かがいながら行動する．母親との信頼関係も試行錯誤し

ながら徐々に確立されてきている．父親には多大な信頼

をおいており，後追いして泣くほどであった．母親は，

子どもが父親に対して母親以上の親しみをもっているこ

とを認めている．従って父親は，両者の間にたってクッ
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ションとしての役割を果たそうとしており，行き違いが

生じやすい関係がスムーズにいくよう援助している．父

と母のコミュニケーションはよくとれており，子どもの

ことにっいて父親の考え方などを随時話し合いながら養

育にあたっている．

　参観時の様子：　適切なタイミングで遊びの介助をし

たり活動の展開をはかるなど，子どもとの関わりにかな

り慣れている様子がうかがえる．時には見守り，あるい

は援助したり，また働きかけたりといった子どもの活動

のペースに合わせた動きがとれている．

　いずれも父母間の評価点が近似しているケースである

が，家族関係や子どもの問題にはかなりの相違が認めら

れる．TTの場合には，母親の無気力，父親への服従，

兄を中心とした家庭生活といった状況の下で，本児自身

の緩慢な発達が問題をより大きくしている．父一母の対

話も母の口が重いこともあって十分ではない．保育参観

時の様子をみると積極的にかかわっているとは言い難く，

父親の意欲を換起するためには母親自身が主体的。態動

的に働きかける必要があるように思われる．子どもの発

達にとっても，好ましい夫婦関係の確立にも母親の変容

が是非とも望まれる．一方，HM児は母親の努力で母子

関係がかなり好転して来たものの，依然として発達上の

問題は大きく父親の関与を必要としている．父母で協力

しながら問題解決にあたろうとする姿勢が随所にうかが

われ，子どもの養育にっいての話し合いもよくなされて

いる．父親の実際面でのかかわりはグループ全体の平均

にやや及ばないが，精神的な協力度は大いに評価できる

ものがある．保育場面においても父親は子どもに合わせ

た適切な対応をしており，家族が子どもを核に共同体と

して結びっき，強力な協力体制をとっていることが察せ

られる．

　以上の事例を通して評価差にみられる特徴をあげるな

らば，父〉母の場合には母親の客観性の欠如と期待の稀

薄さがうかがわれ，父く母では母親の要求水準の高さが

指適できる．また近似的な評価差を示していても，母親

の無気力から父親の参加が低下したり，反対に協力し合

い意志の疎通をはかることで評価差が少なくなる場合も

見受けられた．

　このように夫婦の関係をはじめとして，子どもをとり

まく家族の状況は様々である．父親参観やアンケート調

子どもの成長・発達をめざすよりよい方向を見い出せる

よう援助することも必要であろう．

おわりに

　障害児保育における父親参加の必要性という観点から，

家庭内で父親がどのように養育に関わっているかその程

度を把握し，さらに父親参観といった実際の保育場面へ

の参加をとおして父親の考え方の変容を捉えるよう考察

をすすめてきた．その結果，家庭での父親は子どもと日

常生活面でかなり関わりをもっているように見受けられ

るが，その参加度の評価には父母間に差異がみられ，特

に子どもとの遊びに関して母親の過少評価が認められた．

　また保育参観後の父親の考え方や意見などから，母親

を積極的に援助する必要性，協力しようとする姿勢が強

化され，子どもの現状を受けとめた接し方をはかろうと

努力している様子がうかがえる．っまり父親としての自

覚を高めたと言えよう．

　親の態度の変容が子どもの成長を助成する原動力とな

ることは言うまでもない．直接養育にあたる母親の不安

や悩みを柔らげ，安定した気持で養育に携われるように

なる為には何よりも父親の理解と協力が必要であろう．

父親・母親がそれぞれの役割のもとに協力して問題解決

にあたる時，そこにより効果的な保育が展開されるもの

と期待できる．それには個々の家庭状況を考慮しながら，

保育という実践の場を提供し，スタッフとの話し合いを

繰り返す中で体験的に学習してもらうことがより有効で

あろう．

　しかしながら一方では，保育参観の実施によって障害

の認知がなされるようになってきたものの，問題解決に

あたっての具体的な方法論や限界を感じている父親に，

どのような対応をするかという問題が新たに提起されて

きた．

　障害の除去にのみ目を奪われず，子どもの将来を考え

て養育にあたるよう，いかに援助するかが今後に残され

た課題である．

　本研究は，昭和60年度厚生省心身障害研究，母子相互

作用の臨床応用に関する研究の一部である．
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